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【方法】平成 25 年 11 月 16 日に市民公開講座として「いのちの授
業」を開催。参加者は一般市民 7 名、学校関係者 31 名、医療福祉
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初は 1 名からスタートしたが、現在では医療クラークを 3 名に増員
し、ローテーションを組んで業務を行っており、複数台の救急車搬
入時においても対応が出来るようフォロー体制を構築できた。その
他、当院医療クラークは救命救急センターに来院した患者のデータ、
統計管理及び外傷データバンクの登録を行っている。常時救命救急
センターにて業務を行っている為、医学的な判断を伴うデータ、統
計に関してはその場で都度医師への確認がとれ、急な統計処理が必
要な場合にも迅速な提出が可能となった。
